
が
、
川
口
支
隊
尖
兵
小
隊
に
よ
り
、
無
事
救
出
さ
れ
た
。

二
陸
戦
隊
他
は
、
直
接
セ
ブ
市
岸
壁
に
上
陸
を
敢
行
し
た
。

み
し
ょ
う

私
は
昭
和
十
年
三
月
、
故
郷
（
愛
援
県
最
南
端
の
御
荘
町
）
の
農
業
学
校
を
卒
業
し

て
、
八
月
大
阪
貿
易
株
式
会
社
に
入
社
。
セ
ブ
支
店
に
赴
任
し
た
。
戦
前
三
カ
年
近
く

出
張
員
と
し
て
、
レ
イ
テ
島
以
南
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
な
ど
の
、
各
島
々
の
主
要
市
町
村
を

駆
け
巡
っ
た
。
そ
し
て
十
六
年
十
二
月
八
日
、
開
戦
と
同
時
に
邦
人
収
容
所
に
入
り
、

セ
ブ
島
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
中
部
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ

ビ
ン
第
二
の
都
市
で
、
歴
史
の
都
、
南
の
ク
イ
ン
・
シ
テ
ィ
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

ま
た
商
工
業
、
運
輸
交
通
、
経
済
の
要
衝
の
地
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
街
で
あ
っ
た
。

日
本
軍
上
陸

昭
和
十
七
年
四
月
十
日
朝
、
日
本
陸
軍
川
口
支
隊
（
支
隊
長
・
川
口
清
健
少
将
）
が

東
海
岸
タ
リ
サ
イ
（
セ
ブ
市
南
方
五
キ
ロ
）
に
無
抵
抗
で
上
陸
し
た
。
海
軍
特
根
三
十

セ
ブ
市
南
郊
外
の
バ
サ
ッ
ク
村
小
学
校
に
収
容
さ
れ
て
い
た
、
邦
人
約
二
百
五
十
人

セ
ブ
市
は
日
本
軍
上
陸
の
朝
、
米
比
軍
の
焦
土
作
戦
の
た
め
、
商
店
街
は
百
。
ハ
ー
セ

か
い
じ
ん

ン
ト
灰
儘
に
帰
し
、
労
働
者
や
低
所
得
層
の
多
く
住
む
住
宅
地
も
大
半
が
焼
失
し
た
。

呆
然
と
し
て
退
避
す
る
住
民
は
、
カ
ル
マ
タ
（
四
人
乗
り
馬
車
）
や
僅
か
な
荷
物
を
頭

激
動
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ブ
と
私

セ

ブ

島

の

惨

影

に
載
せ
て
列
を
な
し
て
、
ア
カ
シ
ヤ
並
木
の
街
道
を
南
へ
と
退
避
し
て
行
く
。
蒙
々
と

し
て
空
を
覆
う
黒
煙
に
心
を
痛
め
な
が
ら
、
振
り
返
り
、
振
り
返
り
先
を
急
ぐ
住
民
の

姿
は
ま
こ
と
に
哀
れ
で
あ
っ
た
。

米
比
軍
は
、
豊
富
な
物
資
を
日
本
軍
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
畏
れ
て
焦
土
戦
術
を
決

断
し
た
と
い
う
。
し
か
し
一
面
、
商
店
街
は
華
僑
、
日
本
人
の
経
営
者
で
占
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
、
米
比
軍
の
苛
酷
な
戦
術
が
容
易
に
断
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

焦
土
作
戦
が
実
際
に
は
、
日
本
軍
に
与
え
た
打
撃
よ
り
も
、
後
々
、
現
地
住
民
の
蒙
っ

た
被
害
の
方
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

日
本
軍
上
陸
後
、
二
十
年
三
月
ま
で
は
、
南
方
諸
地
域
の
兵
姑
基
地
と
し
て
、
あ
る

師
団

(
H
•
ア
ー
ノ
ル
ド
少
将
指
揮
）
が
日
本
軍
が
上
陸
し
た
同
じ
タ
リ
サ
イ
海
岸
に

揚
陸
し
た
。

当
時
セ
ブ
は
、
三
十
五
軍
（
司
令
官
鈴
木
宗
作
中
将
）
隷
下
の
抜
丘
囲
I

（
百
二
師
団
、

師
団
長
福
栄
真
平
中
将
）
の
守
備
担
当
地
域
で
あ
っ
た
。
軍
人
軍
属
邦
人
を
併
せ
、
日

本
人
は
約
一
万
四
千
人
い
た
。
そ
の
中
で
本
来
の
戦
闘
部
隊
で
防
衛
の
主
体
は
、
独
立

歩
兵
第
百
七
十
三
大
隊
（
長
・
大
西
精
一
中
佐
）
約
千
名
で
あ
る
。
防
衛
責
任
部
隊
と

二
十
年
三
月
二
十
六
日
朝
、

一
万
四
千
九
百
人
の
兵
力
を
持
つ
、
米
軍
ア
メ
リ
カ
ル

米
軍
進
攻

い
は
レ
イ
テ
戦
線
の
作
戦
支
援
の
要
地
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。

小

田

尤

徳

（
丸
山

•
7
2歳
）
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に
な
っ
た
。 邦

人
日
本
軍
敗
走

名
を
吸
収
し
て
、
日
本
軍
に
猛
攻
を
加
え
た
。

称
し
て
も
、
飽
く
ま
で
も
占
領
地
の
警
備
が
本
来
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
。
第
一
線

部
隊
ほ
ど
の
装
備
も
兵
力
も
な
い
。
重
火
器
と
い
え
ば
、
機
関
銃
四
挺
と
迫
撃
砲
数
門

大
西
部
隊
以
外
は
、
小
銃
も
満
足
に
行
き
渡
ら
な
い
兵
姑
・
船
舶
・
病
院
部
隊
で
、

中
に
は
小
銃
も
持
た
な
い
海
軍
兵
や
軍
属
、
海
難
軍
人
軍
属
が
竹
槍
で
歩
哨
に
立
っ
て

完
全
重
装
備
の
米
軍
は
、
機
甲
部
隊
の
支
援
を
後
ろ
楯
に
、
セ
ブ
・
ゲ
リ
ラ
約
八
千

日
本
軍
も
セ
ブ
市
北
方
の
天
山
、
西
北
の
快
勝
山
で
頑
強
に
抵
抗
、
多
大
の
損
害
を

出
し
、
玉
砕
覚
悟
で
勇
戦
敢
闘
し
た
。
米
軍
に
も
相
当
な
犠
牲
を
出
さ
し
め
た
が
所
詮
、

と
う
ろ
う

蜻
螂
の
斧
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

日
、
米
の
兵
力
の
懸
隔
い
か
ん
と
も
致
し
難
く
悪
戦
苦
闘
の
末
、
四
月
十
六
日
陣
地

を
撤
収
。
北
部
山
岳
地
帯
に
退
避
の
軍
命
が
出
さ
れ
た
。
壕
の
中
の
重
患
者
は
手
梱
弾

で
自
決
す
る
者
、
薬
品
注
射
で
始
末
さ
れ
る
も
の
、
最
後
は
病
院
壕
に
爆
弾
を
投
げ
入

れ
、
患
者
も
ろ
と
も
埋
め
た
。
各
部
隊
将
兵
は
雪
崩
れ
の
如
く
、
目
的
も
目
標
も
失
い
、

瞬
時
に
志
気
を
喪
失
し
て
、
北
へ
北
へ
と
先
を
急
い
だ
。

セ
ブ
の
一
般
邦
人
の
中
に
は
、
十
九
年
五
月
ご
ろ
数
百
人
の
婦
女
子
が
サ
イ
。
ハ
ン
、

。
ハ
ラ
オ
か
ら
セ
ブ
に
避
難
し
て
来
た
。
地
理
的
に
近
い
こ
と
と
、
兵
姑
基
地
の
セ
ブ
を

最
も
条
件
の
整
っ
た
所
と
し
て
緊
急
移
送
し
た
。
セ
ブ
の
邦
人
も
千
名
を
越
え
る
よ
う

。
ハ
ラ
オ
か
ら
来
た
婦
女
子
の
船
団
は
途
中
、
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
、
乗
船

が
撃
沈
さ
れ
、
護
衛
の
駆
逐
艦
に
救
護
さ
れ
て
上
陸
し
た
人
々
で
あ
る
。
水
兵
の
防
暑

夜
間
に
限
ら
れ
た
移
動
は
苦
渋
の
度
を
加
え
、

近
隣
の
島
か
ら
の
転
入
者
、
セ
ブ
市
の
料
亭
や
慰
安
所
の
従
業
員
で
あ
る
。

婦
女
子
た
ち
の
内
訳
は
、
戦
前
か
ら
の
在
留
邦
人
、
前
記
南
洋
諸
島
か
ら
の
引
揚
者
、

私
も
、
陸
軍
大
西
部
隊
に
入
隊
し
た
。

い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

服
や
、
カ
ス
リ
の
モ
ン
ペ
姿
な
ど
ま
ち
ま
ち
の
服
装
を
し
て
い
た
。
髪
は
ボ
ウ
ボ
ウ
と

し
て
血
の
気
も
な
く
、
油
に
汚
れ
た
顔
は
心
身
の
疲
れ
か
ら
年
齢
の
見
分
け
も
で
き
な

そ
れ
で
も
、
乗
船
前
、
海
難
を
予
想
し
た
の
か
、
全
員
カ
ツ
オ
節
を
首
か
ら
紐
で
ぶ

ら
下
げ
て
い
た
。
中
に
は
海
中
で
か
じ
っ
た
の
か
原
形
の
欠
落
し
た
も
の
も
多
く
見
ら

れ
、
上
陸
後
も
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
難
民
を
小
学
校
に
収
容
し
、
布

つ
つ
か
け

地
や
バ
ッ
キ
ャ
（
板
で
造
っ
た
突
掛
）
を
持
っ
て
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

十
九
年
十
月
一
日
、
現
地
の
邦
人
男
子
の
大
半
は
現
地
徴
集
で
陸
軍
に
入
隊
。
残
っ

た
の
は
婦
女
子
と
老
人
や
子
供
、
そ
れ
と
一
部
の
特
殊
任
務
に
あ
っ
た
徴
集
除
外
者
に

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
百
三
海
軍
軍
需
部
セ
ブ
出
張
所
に
現
地
嘱
託
と
し
て
勤
め
て
い
た

軍
の
陣
地
放
棄
、
転
進
と
同
時
に
邦
人
た
ち
に
も
北
部
に
退
避
の
軍
命
が
出
さ
れ
た
。

軍
が
撤
退
す
る
に
当
た
り
、
徴
兵
除
外
さ
れ
た
邦
人
も
、
義
勇
軍
が
結
成
さ
れ
参
入
を

強
制
さ
れ
た
。

惨
酷
・
非
情
な
命
令
下
る

璽
の
軍
命
は
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
婦
女
子
を
統
率
警
護
す
る
部
隊
は
最
早
な
い
。

軍
と
行
動
を
共
に
す
れ
ば
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
最
後
の
期
待
と
信
頼
で
、
部
隊

の
最
後
尾
を
ま
つ
わ
り
つ
い
て
歩
い
た
。
僅
か
な
荷
物
を
抱
え
、
幼
児
を
背
負
い
、
あ

る
い
は
手
を
引
っ
張
っ
て
必
死
の
脱
出
行
で
あ
る
。

し

つ

よ

う

あ

ぶ

昼
間
は
執
拗
な
米
軍
観
測
機
（
虻
と
い
っ
た
）
が
低
速
低
空
で
人
影
―
つ
見
落
す
こ

と
な
く
飛
び
回
っ
て
い
る
。
ま
る
で
、
小
魚
を
狙
っ
て
空
を
舞
う
ト
ン
ビ
の
よ
う
に
。

を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。

一
瞬
た
り
と
も
生
命
の
危
険
か
ら
解
放

か
っ
た
。
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捕
ま
え
る
と
推
量
だ
け
で
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
さ
じ
の
塩
の
配
給
も
な
い
。
夜
を
撤
し
て
、

く
な
る
。
マ
イ
ス
を
す
り
つ
ぶ
し
て
乳
児
に
与
え
る
。

五
月
中
旬
に
な
る
と
手
持
ち
の
食
料
も
食
べ
尽
く
し
、
ズ
ッ
ク
靴
も
破
れ
、
着
衣
も

汗
と
泥
に
ま
み
れ
、
シ
ラ
ミ
が
容
赦
な
く
疲
れ
切
っ
た
体
を
さ
い
な
む
。
母
乳
も
出
な

進
行
の
速
度
も
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
追
尾
す
る
米
比
軍
に
迫
撃
砲
の
猛
攻
を
受
け
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
軍
か
ら
は
一
粒
の
米
、

山
か
ら
谷
、
谷
か
ら
峯
へ
の
逃
避
行
で
疲
れ
果
て
る
。
登
り
坂
に
な
る
と
、
荷
物
を
首

あ
え

か
ら
吊
る
し
て
四
ッ
這
い
に
な
っ
て
喘
ぎ
な
が
ら
登
る
。
母
親
の
そ
の
姿
を
見
て
、
子

供
も
四
ツ
這
い
に
な
っ
て
後
を
追
っ
た
。

暁
闇
の
一
時
を
見
て
、
マ
イ
ス
を
あ
さ
り
、
水
を
求
め
、
野
草
を
摘
ん
で
雑
炊
を

作
り
食
事
を
と
る
。
塩
気
の
な
い
食
事
ほ
ど
味
気
な
い
も
の
は
な
い
。
体
内
か
ら
塩
分

が
消
え
る
と
、
夜
間
目
が
見
え
な
い
鳥
目
に
な
る
。
体
力
も
日
毎
に
衰
弱
し
て
マ
ラ
リ

ヤ
に
罹
り
易
く
、
回
復
も
し
な
い
。
昼
間
は
岩
陰
や
林
の
中
に
潜
ん
で
飢
え
と
病
魔
に

耐
え
忍
ん
だ
。

あ
る
日
突
如
、
「
十
三
歳
以
下
の
子
供
は
皆
殺
せ
」
と
、
貨
物
廠
の
青
木
大
尉
の
命

ふ
か
ま

令
が
伝
達
さ
れ
た
。
（
一
説
に
は
命
令
の
起
案
者
は
深
間
軍
政
長
官
と
い
う
）

飢
え
と
渇
き
に
泣
き
、
病
に
呻
吟
す
る
幼
児
を
な
だ
め
る
す
べ
も
な
い
。
ま
た
昼
間

陽
の
当
た
る
所
に
出
た
が
る
の
も
本
能
で
あ
る
。
戦
い
も
極
限
状
態
と
な
る
と
上
級
者

ほ
ど
臆
病
に
な
る
。
敵
の
観
測
機
は
人
声
ま
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
か
、
小
さ
な
音
で
も

邦
人
の
行
動
は
軍
の
足
手
ま
と
い
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
軍
の
作
戦
秘
匿
を
暴
露

す
る
と
い
う
こ
と
が
表
向
き
の
殺
害
命
令
の
理
由
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
慰
安
婦
や

一
般
婦
人
を
山
中
妻
と
し
て
身
辺
に
侍
ら
せ
、
米
飯
を
食
べ
、
荷
物
は
す
べ
て
兵
隊
に

背
負
わ
せ
て
、
無
謀
な
命
令
を
次
々
と
発
す
る
隊
長
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
聞
く
。

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

殺
害
命
令
を
受
け
た
親
た
ち
は
、
我
が
子
を
絞
殺
す
る
か
、
抱
い
て
手
梱
弾
で
親
子

爆
死
す
る
以
外
手
段
が
な
い
。
我
が
子
を
殺
せ
な
い
親
は
、
兵
隊
に
子
を
渡
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
犠
牲
児
の
多
く
は
兵
隊
の
銃
剣
に
よ
っ
て
刺
殺
さ
れ
た
の
が
実
情
で
あ

ち
ま
た

る
。
地
獄
の
修
羅
の
巷
が
多
く
の
邦
人
の
前
で
現
実
に
行
わ
れ
た
。

沖
縄
出
身
の
上
原
雪
さ
ん
と
い
う
三
十
歳
過
ぎ
の
独
身
女
性
が
戦
前
か
ら
セ
ブ
に
住

ん
で
い
た
。
（
沖
縄
港
川
在
住
）
彼
女
は
レ
イ
テ
島
オ
ル
モ
ッ
ク
の
伊
藤
バ
ザ
ー
の
長

女
レ
イ
子
さ
ん
を
、
セ
ブ
小
学
校
に
勉
学
の
た
め
預
っ
て
い
た
。
預
っ
た
以
上
、
自
分

の
命
に
も
代
え
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う
責
任
感
が
雪
さ
ん
の
胸
を
締
め
つ
け
た
。

意
を
決
し
た
雪
さ
ん
は
、
夜
間
兵
隊
の
目
を
盗
ん
で
レ
イ
子
さ
ん
と
二
人
で
集
団
か

ら
抜
け
出
し
た
。
雪
さ
ん
も
マ
ラ
リ
ヤ
で
苦
し
ん
で
い
た
が
、
必
死
に
食
を
求
め
、
山

中
を
坊
浪
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
レ
イ
子
さ
ん
は
元
気
だ
っ
た
。
雪
さ
ん
を
助
け

二
人
で
マ
イ
ス
を
と
り
、
水
を
汲
ん
で
、
日
本
軍
の
遊
兵
の
近
く
を
離
れ
ず
く
っ
つ
か

ず
の
日
々
を
終
戦
ま
で
過
ご
し
た
。
終
戦
後
レ
イ
テ
収
容
所
で
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
捕
虜

第
一
号
の
伊
藤
夫
妻
に
再
会
、
無
事
手
渡
し
た
。
（
伊
藤
さ
ん
は
取
引
先
で
懇
意
、
雪

レ
イ
テ
収
容
所
で
手
島
さ
ん
に
会
っ
た
。
彼
は
戦
前
、
私
の
勤
め
て
い
た
会
社
の
隣

手
島
夫
妻
も
男
児
一
人
を
連
れ
て
邦
人
集
団
と
行
動
を
一
緒
に
し
た
。
殺
害
命
令
を

と
決
め
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
切
れ
ず
、
「
死
ぬ
の
は
何
時
で
も
死
ね
る
。
ど
う
せ
死
ぬ

一
家
は
軍
隊
を
恐
れ
て
単
独
行
動
を
と
り
、
洞
穴
に
隠
れ
、
密
林
に
潜
み
数
十
日
を

過
ご
し
た
。
こ
れ
以
上
耐
え
切
れ
な
い
生
活
の
破
断
界
を
迎
え
た
。
そ
の
時
、
日
本
軍

を
追
尾
し
て
来
た
米
比
軍
が
岩
間
の
隠
れ
場
所
近
く
を
通
り
か
か
っ
た
。
声
高
に
話
す

な
ら
逃
げ
出
そ
う
」
と
決
心
し
て
集
団
か
ら
脱
走
し
た
。

受
け
た
夜
、
婦
人
と
涙
の
相
談
を
数
時
間
か
わ
し
た
。

一
度
は
死
ぬ
な
ら
一
家
心
中
を

り
で
営
業
し
て
い
た
東
京
バ
ザ
ー
の
古
い
店
員
で
あ
っ
た
。

さ
ん
と
は
戦
前
か
ら
の
知
人
で
、
戦
後
沖
縄
で
再
会
し
た
）
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孤
児
と
な
り
生
き
延
び
た
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

比
兵
を
見
て
、
現
地
語
の
堪
能
な
彼
が
飛
び
出
し
て
、
「
ハ
ポ
ン
・
シ
ベ
リ
ヤ
ン
一
（
日

本
の
民
間
人
だ
）
と
叫
ん
で
助
け
を
求
め
、
無
事
救
出
さ
れ
た
と
い
う
。

開
戦
時
の
邦
人
収
容
所
で
四
カ
月
間
、
と
も
に
過
ご
し
た
子
供
た
ち
で
あ
る
。
オ
カ
ッ

。
ハ
頭
の
少
女
、
日
焼
け
し
て
元
気
で
飛
び
跳
ね
て
い
た
少
年
た
ち
、
お
互
い
に
親
し
く

な
り
、
か
ら
か
っ
た
り
、
抱
き
つ
か
れ
た
り
の
毎
日
だ
っ
た
。
当
時
の
一
人
一
人
の
顔

と
動
作
が
今
も
鮮
明
に
瞼
に
浮
か
び
、
胸
が
痛
み
、
涙
が
滲
む
。
四
十
数
年
前
の
悲
惨

な
現
実
で
あ
る
。

（
終
り
）

米
軍
上
陸
時
、
セ
ブ
の
日
本
人
は
総
計
一
万
四
千
人
あ
ま
り
、
そ
の
う
ち
終
戦
時
米

軍
に
収
容
さ
れ
た
者
、
約
八
千
五
百
人
。
戦
病
飢
死
者
、
約
五
千
五
百
人
と
さ
れ
る
。

子
供
た
ち
の
幾
人
が
無
事
、
祖
国
に
帰
還
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
中
に
は
親
を
失
っ
て

戦
火
の
山
中
に
、
灼
熱
の
大
地
で
犠
牲
と
な
っ
た
子
供
た
ち
の
収
骨
も
さ
れ
て
い
な

い
。
南
士
子
星
の
ま
た
た
き
が
静
か
に
さ
さ
や
き
か
け
て
、
子
供
た
ち
の
霊
を
慰
め
て

く
れ
る
こ
と
を
祈
る
。

ネ
グ
ロ
ス
島

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
島
に
於
る
レ
イ
テ
と
セ
プ
の
位
置
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